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仕
事
や
地
域
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

の
女
性
の
活
躍
、
男
性
の
育
児
や
家
事

へ
の
参
画
等
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
資
格
は
問

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
／
６
月
１
日
〜
７
月
３１
日

▽
作
品
数
／
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
(
１
人
３
作
品
ま
で
)

▽
賞
品
／
最
優
秀
作
品
賞
…
に
か
ほ
市

特
産
品
セ
ッ
ト
（
５
、
０
０
０
円
相
当
）

×
１
人
／
市
民
特
別
賞
…
に
か
ほ
市
特

産
品
セ
ッ
ト
(
３
、
０
０
０
円
相
当
)

×
３
人
／
優
秀
作
品
賞
…
に
か
ほ
市
特

産
品
セ
ッ
ト
(
２
、
０
０
０
円
相
当
)

×
１０
人

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
内
に
設
置
し
た
チ
ラ
シ
や
市
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
の
頃
、
お
父
さ
ん
が
作
っ
て

く
れ
る
晩
ご
飯
は
、
厨
房
に
立
つ
父
を

見
る
珍
し
さ
と
、
妙
に
張
り
切
っ
て
い

る
姿
か
ら
伝
わ
る
高
揚
感
、
お
皿
や
テ

ー
ブ
ル
の
準
備
を
整
え
て
待
つ
一
体
感

が
な
ん
だ
か
特
別
な
食
事
を
味
わ
う
気

分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
お

父
さ
ん
が
作
る
食
事
は
特
別
で
す
か
？

　

お
母
さ
ん
が
お
家
に
居
て
も
、
病
気

じ
ゃ
な
く
て
も
、
『
お
と
う
飯
』
の
腕

を
振
る
っ
て
見
せ
て
ほ
し
い
！
だ
っ
て
、

家
族
み
ん
な
で
囲
む
食
卓
は
、
い
つ
だ

っ
て
特
別
だ
か
ら
ね
！！

「
“
お
と
う
飯
”
始
め
よ
う
」
は
、
２

０
１
７
年
６
月
に
内
閣
府
が
開
始
し
た

「
子
育
て
世
代
の
男
性
の
家
事
・
育
児

へ
の
参
画
推
進
」
を
目
的
と
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
掃
除
、
洗
濯
、
ご
み

を
ま
と
め
て
出
す
な
ど
の
家
事
全
般
の

中
で
、
男
性
の
参
加
率
が
低
い
と
さ
れ

て
い
る
の
が
「
炊
事
(
食
事
の
支
度
)」。

県
の
調
査(
令
和
元
年
度
秋
田
県
男
女

の
意
識
と
生
活
実
態
調
査
報
告
書
(
令

和
２
年
３
月
秋
田
県
))

に
お
い
て
も
、

「
家
周
り
の
仕
事
(
雪
か
き
、
大
工
仕

事
等
)
」
や
「
近
所
づ
き
あ
い
、
町
内

会
行
事
へ
の
参
加
」
な
ど
の
外
仕
事
は

圧
倒
的
な
割
合
で
男
性
の
参
加
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
炊
事
、
洗
濯
、
部
屋
の

掃
除
な
ど
「
家
事
」
分
担
に
関
し
て
は
、

女
性
が
多
く
担
っ
て
い
る
現
状
が
見
ら

れ
ま
す
。

に
か
ほ
市
で
は
、
平
成
２９
年
度
か
ら

５
カ
年
の
第
３
次
に
か
ほ
市
男
女
共
同

参
画
計
画
を
策
定
し
、
男
女
が
対
等
な

構
成
員
と
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
『
夢

あ
る
ま
ち
　

豊
か
な
ま
ち
　

元
気
な
ま

ち
』
を
実
現
す
る
社
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
は
、
性
別
だ
け

で
な
く
、
年
齢
、
国
籍
、
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
認
め

合
い
、
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
社
会
を

６
月
は
「
秋
田
県
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間
　

６
月

２３
日
〜

２９
日

子
育
て
支
援
課
☎
３２
・
３
０
４
０

問

詳細はコチラにかほ市ＨＰ

お
と
う
飯
は
じ
め
よ
う

築
く
た
め
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み

で
す
。
ま
ず
は
、
身
近
な
家
庭
、
職
場
、

地
域
に
お
け
る
役
割
分
担
の
意
識
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
Ｈ
Ｐ
で
第
３
次
に
か
ほ
市
男
女
共

同
参
画
計
画
の
全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

に
か
ほ
市
男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

第
３
次
に
か
ほ
市
男
女
共
同
参
画
計
画

問

今号おとう飯今号おとう飯
　今回の取材に協力して　今回の取材に協力して

いただいた須藤さん。いただいた須藤さん。

今号おとう飯
　今回の取材に協力して

いただいた須藤さん。

　

男
女
差
を　

越
え
て
高
め
る　

和
と
知
と
技

家庭での仕事分担
（炊事）

女性
93.27％

男性
6.73％

家庭での仕事分担
（育児）

女性
92.94％

男性
7.06％

男は仕事、女は家庭
とうい考え方について

賛成
2.9％

どちらかといえば賛成
17.9％

どちらかといえば反対
33.3％

反対
30.9％

わからない・無回答
15.0％

令
和
元
年
度
最
優
秀
作
品
　

佐
々
木

恭
司
さ
ん

（
神
奈
川
県
）

秋田県ＨＰ ▲令和元年度 秋田県男女の意識と生活実態調査 報告書（令和２年３月 秋田県）より抜粋▲同報告書より抜粋

テ
ー
マ

わ
が
家
、
地
域
の
『子
育
て
』

　

同
じ
調
査
で
、
秋
田
県
に
お
け
る
既

婚
者
(
配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
あ
り
と

回
答
し
た
者
)
の
共
働
き
実
態
を
見
る

と
、
全
体
の
約
半
数
(
４６
・
６
％
)
が

自
分
も
配
偶
者
も
働
い
て
い
る
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
働
い
て
い
な

い
ま
た
は
、
不
明
の
合
計
が
約
３
割

(
３１
・
３
％
)
と
な
っ
て
い
て
、
高
齢

者
や
年
金
受
給
者
を
示
し
て
い
る
と
推

察
す
る
と
、
現
役
世
代
に
お
い
て
は
、

か
な
り
高
い
割
合
で
男
女
両
方
が
仕
事

を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

『「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

考
え
方
を
ど
う
思
う
か
』
と
い
う
質
問

に
対
す
る
回
答
で
は
、
男
女
と
も
半
数

以
上
が
反
対
と
答
え
て
い
ま
す
。
意
識

の
上
で
は
、
性
別
で
社
会
的
な
役
割
を

分
担
す
る
と
い
う
感
覚
は
薄
れ
て
き
て

い
る
こ
と
が
数
字
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
男
女
共
同
参
画
そ
の

も
の
に
対
す
る
考
え
方
や
、
職
場
に
お

け
る
意
識
な
ど
幅
広
く
実
態
を
報
告
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
県

の
Ｈ
Ｐ「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」
か

ら
報
告
結
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・

は
ん


